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プレゼント企画
ギフトカード1,000円分と新聞1年間無料購読プレゼント！

20名様
に当たる！

［応募締切］
令和7年9月10日（水）当日消印有効

記入例を参考にご応募ください。

※すでに新聞購読いただいている方が当選対象の場合はギフトカード2,000円分とさせてい
ただきます。※ご応募いただいた個人情報は、賞品の発送以外には使用いたしません。なお、当
選者の発表は賞品の発送をもって代えさせていただきます。

？？？？
問題

ソフトクリームの味が
深まる季節はいつでしょう？

は
が
き
記
入
例

85円 3 7 1  0 8 4 7

前橋市大友町
1-3-12
NOSAIぐんま本所
広報紙Vol.44号
「プレゼント」係

①クイズの答え
②郵便番号
③住所 
④氏名 
⑤電話番号
⑥年齢 
⑦広報紙に対する
　ご意見・ご感想 

QRコード
からもご応募
いただけます

第16回通常総代会開催
● 全議案可決承認  ● 新役員体制スタート ほか

特 集

農業経営に役立つ情報をお届け！

お申し込みはお近くの事務所または
組合ホームページまで。

● 月4回（水曜日）発行
● 年間購読料5,520円
  （消費税、送料込み）

農業共済新聞2カ月無料
試し読みキャンペーン実施中！

ヒントは、ｐ3

西支所 高崎市菊地町５６３
電話／027-344-2181 FAX／027-344-2184

高崎市・安中市・藤岡市・上野村・神流町・
富岡市・下仁田町・南牧村・甘楽町

東支所 太田市龍舞町５８９-３
電話／0276-47-5600 FAX／0276-47-5601

太田市・桐生市・みどり市・館林市・板倉町・
明和町・千代田町・大泉町・邑楽町

本　所 前橋市大友町１-３-１２  電話／027-251-5631 家畜診療所 渋川市吹屋３７０ 2階  電話／0279-26-9550

中央支所 前橋市大友町１-３-１２ １階
電話／027-254-2070 FAX／027-254-2077

前橋市・伊勢崎市・玉村町管轄
エリア

管轄
エリア

管轄
エリア

北支所 渋川市吹屋３７０ １階
電話／0279-26-2600 FAX／0279-26-2601

渋川市・榛東村・吉岡町・中之条町・長野原町・嬬恋村・
草津町・高山村・東吾妻町・沼田市・片品村・川場村・
昭和村・みなかみ町

管轄
エリア

西支所完成
令和７年７月28日に、
西支所の同敷地内に
新事務所が
完成しました。



モーモーパラダイス

モーモーパラダイス

MOUMOU PARADISE

わが町おでかけ情報
W A G A M A C H I  O D E K A K E  J O U H O U

　モーモーパラダイスを経営している小林友那さんは、若年
層の農業に対するイメージアップを図りたいという思いから、
2024年に牧場経営及びキッチンカーでの加工品販売をス
タートしました。
　キッチンカーでは牧場で搾った牛乳を使用し、自身の手で
加工したヨーグルトやチーズ、ソフトクリームなどを販売※して
います。牧場内で生産から販売まで行っているため、より新
鮮かつ濃厚な味わいを楽しめます。これからの時期はソフト
クリームもおすすめです。牛のコンディションが最も良い「冬」
はさらに味に深みが増します。
　キッチンカーは土・日曜日に営業しており、予約販売も行っ
ています。地域のイベント時に出店することもありますので、
ぜひ足を運んでみてはいかがでしょうか。

営業時間 11：00～16：00［土・日営業］
 （インスタグラムにて出店日をご確認ください）
住所 桐生市新里町大久保３８
 （イベント等出店場所が異なる場合があります）
SNS

@moumou_paradise
X（旧Twitter）

moumou_paradise
Instagram

Information

あかぎ・風ライン
赤城寺353

353鏑
木
川

336

336

MAP

モーモー
パラダイス

Let’s Go!

　
養
蚕
の
無
い
冬
は
酒
蔵
に
勤
め
て
い
た
が「
年
間
を
と
お
し

て
農
業
を
し
た
い
」と
の
思
い
か
ら
ネ
ギ
栽
培
も
行
う
。蚕
の

フ
ン
を
ネ
ギ
の
土
づ
く
り
に
使
う
と
、苗
の
出
来
栄
え
や
生
育

具
合
が
良
く
な
っ
た
。

　「
蚕
に
と
っ
て
よ
り

健
全
な
環
境
を
つ
く

り
、高
品
質
と
出
荷
量

の
増
加
を
目
指
し
た

い
。ま
た
、新
規
の
人

が
増
え
地
域
の
養
蚕

が
存
続
す
る
よ
う
に
、

こ
れ
か
ら
も
受
け
入

れ
に
協
力
し
た
い
」と

夢
は
広
が
る
。

桑
葉
の
量
を
調
整
す
る
。ま
た
、温
度
と
湿
度
の
管
理
が
重
要

で
天
気
や
桑
葉
を
あ
げ
る
量
で
温
湿
度
が
変
わ
る
た
め
、蚕

室
の
窓
を
開
閉
し
調
節
す
る
。独
特
な
尿
の
匂
い
が
立
ち
込

め
る
と
糸
を
吐
き
出
す
時
期
。繭
に
な
り
、中
の
蛹
が
カ
サ
カ

サ
と
鳴
る
と
乾
燥
が
完
了
し
て
い
る
証
拠
の
た
め
出
荷
準
備

と
な
る
。「
多
く
の
経
験
が
必
要
の
た
め
、蚕
は
一
生
稽
古
と
言

わ
れ
ま
す
」と
話
す
。

農
業
を
と
お
し
て

　「
五
感
を
使
う
作
業

が
養
蚕
の
魅
力
で
す
」と

話
す
の
は
、浅
井
広
大

さ
ん
。

　
I
タ
ー
ン
で
富
岡
市

に
移
住
し
、養
蚕
業
を

営
む
。静
岡
県
出
身
の

浅
井
さ
ん
は
、農
業
を

通
じ
た
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
む
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人『
自
然
塾
寺

子
屋
』を
と
お
し
て
、甘
楽
町
で
農
業
研
修
を
行
い
、青
年
海

外
協
力
隊
と
し
て
海
外
赴
任
後
、就
農
を
考
え
甘
楽
富
岡
地

域
へ
戻
っ
て
き
た
。「
み
ん
な
で
知
識
を
共
有
す
る
環
境
で
、多

く
の
人
か
ら
教
え
て
も
ら
え
ま
す
」と
浅
井
さ
ん
は
話
す
。

　
養
蚕
業
の
き
っ
か
け
は
先
輩
農
家
の
早
く
正
確
な
作
業
姿

に
感
動
し
た
た
め
。「
自
分
の
憧
れ
で
す
」と
目
を
細
め
る
。

　
蚕
は
稚
蚕
飼
育
場
で
の
稚
蚕
期
を
経
て
養
蚕
農
家
で
育
て

ら
れ
る
。桑
葉
を
食
べ
５
齢（
５
回
目
の
脱
皮
直
前
）を
迎
え

て
約
８
〜
９
日
経
つ
と
繭
を
作
る
た
め
に
回
転
蔟
に
移
さ

れ
、糸
を
吐
き
出
す
。

　「
養
蚕
は
毎
年
同
じ
作
業
を
し
て
も
失
敗
し
て
し
ま
う
。五

感
を
使
っ
て
育
て
る
こ
と
が
重
要
な
ん
で
す
」と
話
す
。桑
葉

を
食
べ
る
量
で
繭
の
出
来
栄
え
が
変
わ
る
た
め
、食
べ
る
音
で

蚕
は
一
生
稽
古

高
品
質
シ
ル
ク
の
存
続
へ

I
タ
ー
ン
か
ら
地
域
に
根
差
し
た

農
業
を
目
指
す

﹇
表
紙
紹
介
﹈

浅井広大さん（36）
富岡市
蚕１５箱（４５万頭）
下仁田ネギ２５㌃・長ネギ１５㌃

あさい　  ひろお

大間々→

←渋川

瀧興寺

梨
木
香
林
線

伊勢崎↓

関信号

コイン精米所

私が育ててます！

小林友那さん(21)
こばやし   ゆな

　私が若い世代の人たちと
の架け橋になりたいです。
少しでも、畜産業に興味を
持ってもらえればうれしい
です。
　規模を拡大し、「生産現場
の見える場所」でカフェを経
営することが目標です！

牧場で搾った牛乳の
濃厚な味わい

※牧場キッチンカーのイベントを開催していない場合は、購入に際し予約が必要となります。
　詳細はSNSをご確認ください。

ち
さ
ん

よ
う
さ
ん

ま
ぶ
し

さ
な
ぎ
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　６
月
26
日（
木
）、前
橋
市
の
農
業
共
済
会
館
に
て
、第
１６
回
通
常
総

代
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　清
水
組
合
長
理
事
の
挨
拶
に
続
い
て
、来
賓
の
群
馬
県
知
事（
岸
篤
志

群
馬
県
農
政
部
長
代
理
出
席
）、群
馬
県
議
会
よ
り
井
下
泰
伸
議
長
と

亀
山
貴
史
環
境
農
林
常
任
委
員
会
委
員
長
、全
国
農
業
共
済
協
会
会
長

（
徳
井
和
久
常
務
理
事
代
理
出
席
）に
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　今
井
隆
総
代（
高
崎
市
）が
議
長
に
選
任
さ
れ
、提
出
さ
れ
た
全
12
議

案
は
慎
重
審
議
の
上
、原
案
通
り
可
決・承
認
さ
れ
ま
し
た
。

令和６年度事業実績ならびに
令和７年度事業計画及び業務収支予算額

農業共済事業実績

区分

制度共済

任意共済
合計

農 作 物
家 畜
果 樹
大 豆
蚕 繭
園芸施設
計

建 物

引受戸数
（戸 ・ 件）

引受数量
（ha・頭・箱・棟）

共済金額
（千円）

支払数
（戸 ・ 件）

共済金
（千円）

引受 支払

戸
戸
戸
戸
戸
戸
戸
件

9,129
478
35
3
38

3,468
13,151
48,625

ha
頭
ha
ha
箱
棟

棟

10,777
142,824

15
17
379

16,575

79,428

6,308,977
12,742,215
126,760
1,536
22,693

18,631,271
37,833,452
91,693,435
129,526,887

戸
戸
戸
戸
戸
戸
戸
件

390
391
10
0
16
287
1,094
582

88,701
501,973
6,440

0
1,200
95,937
694,251
314,661
1,008,912

収入保険事業
令和６年度　加入戸数

個人（戸） 加入戸数（戸） 支払戸数（戸） 支払額（円）法人（戸） 計（戸）
令和６年度　支払保険金（令和５年度加入分）

1,745 141 1,886 1,639 444 1,137,454,022

支出計
1,708,110

収入 支出

収入計
1,708,110

補助金
（国庫・県費等）
485,451

受託収入
91,950

受取利息
248,141

事業勘定
受入
422,435

普及推進費
39,832

引当金取崩
333,368

その他収入
8,992

賦課金
110,703

前期繰越金7,070 繰延残金繰入0

人件費
1,015,962

業務経費等195,491

施設費
102,449

損害評価・
防止費
45,777

事業勘定繰入
4,597

その他支出
304,002

令和7年度業務収支予算（単位：千円）

令和7年度事業計画

家畜共済
引受数量
共済金額

171,973
13,899,039

頭
千円

農作物共済
引受数量
共済金額

10,867
6,360,790

ha
千円

果樹共済
引受数量
共済金額

19
157,750

ha
千円

建物共済
引受数量
共済金額

79,510
916,935,000

棟
千円

収入保険
令和7年度引受計画

1,950 経営体

大豆共済
引受数量
共済金額

27
2,488

ha
千円

園芸施設共済
引受数量
共済金額

17,748
19,460,164

棟
千円

蚕繭共済
引受数量
共済金額

356
21,730

箱
千円

全
12
議
案
が
可
決
承
認

第
16
回
通
常
総
代
会
を
開
催

■総代総数 １９８名
■本人出席 ９６名
■書面出席 ９２名
■出席者合計 １８８名

出席者

第16回通常総代会議案

令和６年度事業報告、財産目録、貸借対照表、
損益計算書、剰余金処分案及び不足金処理案
について

第１号議案

第2号議案 事業規程の一部改正について

第3号議案 令和７年度事業計画及び収支予算について

第4号議案 事務費賦課額及び徴収方法について

第6号議案 役員退任慰労金額について

第7号議案 特別積立金取崩額について

第9号議案 法定・特別積立金等預け入れ先について

第11号議案 損害評価会委員選任について

第12号議案 役員の選任について

付 帯 決 議 この総代会の議決事項で、行政庁その他に提出
する文書中、内容に変更のない字句の修正は
組合長理事に一任する。

第8号議案 借入金の最高限度額、借入先、借入利率について

第10号議案「農業共済団体に対する監督指針」における
実施体制の見直しについて

第5号議案 役員報酬並びに顧問料、損害評価会委員及び
損害評価員等報酬額について

清水  聖義　組合長理事

今井  隆　議長

45



新井 雅博
組合長理事

新役員紹介 組合長就任の挨拶

Arai Masahiro

任期満了に伴う役員の改選が行われ、第16回通常総代会において
理事16名、監事3名の計19名が選任されました。
任期は令和7年7月1日から令和10年6月30日までの3年間です。

組
合
長
就
任
の
挨
拶

　
組
合
員
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
平
素
よ
り
農
業

保
険
事
業
の
運
営
に
格
別
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
度
の
役
員
改
選
に
伴

い
、
組
合
長
理
事
の
重
責
を

担
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
各
役
員
の
ご
協

力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
組

合
員
の
皆
様
に
信
頼
さ
れ
る

組
合
運
営
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　
近
年
、
全
国
各
地
で
発
生

す
る
自
然
災
害
は
多
頻
度
化
・

激
甚
化
す
る
傾
向
に
あ
り
、

加
え
て
、
飼
料
・
肥
料
・
生

産
資
材
や
燃
料
等
の
価
格
は

高
止
ま
り
し
て
お
り
、
農
業

経
営
に
深
刻
な
影
響
を
与
え

て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
令
和
６
年

に
改
正
さ
れ
た
食
料
・
農
業
・

農
村
基
本
法
に
基
づ
く
新
た

な
「
食
料
・
農
業
・
農
村
基

本
計
画
」
が
４
月
に
閣
議
決

定
さ
れ
、
農
業
保
険
に
つ
い
て

は
、「
最
近
の
災
害
に
お
け
る

農
業
経
営
へ
の
影
響
や
農
業
保

険
の
利
点
を
発
信
し
農
業
保

険
の
普
及
推
進
を
図
る
」
と

明
記
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
農
業
経
営
の
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
で
あ
る
農
業
保
険
制
度

は
、
益
々
重
要
に
な
っ
て
お
り
、

農
業
が
直
面
す
る
様
々
な
リ
ス

ク
の
備
え
に
万
全
を
期
す
た

め
、
農
業
保
険
制
度
の
普
及

推
進
に
努
め
、
農
家
の
皆
様

か
ら
信
頼
さ
れ
る
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ

を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご

支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
就

任
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

井上 　豊 理事
高崎市（高崎市吉井町を除く）

・安中市の地区

小内 敏晴 理事
伊勢崎市･玉村町の地区

石井 　晃 理事
渋川市･北群馬郡の地区

神宮 憲興 理事
前橋市の地区

金子 桂介 理事小栗 芳雄 理事掛川 信彦 理事
富岡市･甘楽郡の地区

浅見 健司 理事
藤岡市・高崎市吉井町・

多野郡の地区

臂　泰雄 理事小野 和則 専務理事後藤  幸三 多田 善洋 理事

沼田市・利根郡の地区吾妻郡の地区

青木 繁雄 理事山形 　隆 理事遠藤 弘一 理事
太田市の地区 館林市･邑楽郡の地区みどり市・桐生市の地区

根岸 啓之助 代表監事 外山 京太郎 監事中澤 恒喜 監事
吾妻郡の地区 沼田市・利根郡の地区

副組合長
理事
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　まだまだ牛にとっても人にとっても暑い日々が続きます。夏バテ対策によって、牛の食欲・
繁殖成績の早期回復を目指しましょう。

アシドーシス
（ルーメン環境の悪化、肝障害）

細胞からの水分喪失酸化ストレス
（活性酸素の増加）

小腸粘膜の傷害

生菌剤
（乳酸菌、酪酸菌等）

強肝剤
ベタイン

（アミノ酸の一種）
抗酸化物質
ビタミンE+セレン
ビタミンC
ベータカロテン

亜鉛

暑熱ストレス

※地震による損害を除きます。
※自然災害による損害は、総合共済に表記特約を付帯したうえ
　で、損害額が１万円を超えるものから支払対象となります。

各共済では、加入者からの被害申告を受けて損害評価を行います。
被害申告が遅れると、共済金をお支払いできないことがありますので、被害を受けたら忘れずに申告しましょう。
なお、ご加入されている方式によっては、損害評価の結果、共済金の支払対象とならないケースがあります。

損害額が３０万円以下の場合、加入割合にかかわらず
損害額を補償する特約です。

総合共済に1,000万円加入している木造のご住宅（新築
費用2,000万円）が対象事故（自然災害）により30万円
の損害を受けた場合

※注意点
ⓐ損害額には証明書代・自然消耗によるリフォーム代金等を除きます。
ⓑ加入している共済金額が30万円未満の場合は共済金額を上限とします。 

●共済金額が1,000万円以上の火災共済又は総合共済
に付帯することができます。

●火災共済と総合共済に両方加入している場合には、
各共済金額の合計が1,000万円以上あれば、いずれか
の共済に付帯することができます。

　今年は秋にかけて、厳しい残暑が続くといわれています。
　牛が快適に過ごせる温度は、乳牛で4～20℃、繁殖和牛で10～15℃。
農家の皆様も、日々様々な暑熱対策を講じられていると思いますが、
適正な温度に保ち続けることは至難の業です。秋口には蓄積された
暑熱ストレスにより、牛が夏バテに・・・なんてことも。
　今回はそんな夏バテへの対策をいくつかご紹介します。

台風被害を受けた水稲

※令和7年7月1日以降の契約から適用

小損害実損填補特約
火災共済

1,060円

30万円
22,600円

× =14万5千円50％

30万円 30万円

660円

「小損害実損填補特約」
特約掛金改定のご案内

し ょ う そ ん が い じ っ そ ん て ん ぽ と く や く

小損害実損填補特約とは
損害の額　   加入割合等　      お支払額

※１万円免責有

掛金総額

総合共済

-400円

-280円1,300円 1,020円

共済事故の約7割が
損害額３０万円以下です。

掛金の差額 +1,020円

加入割合に関係なく
丸まる補償

特約なし

23,620円
掛金総額
特約あり

牛の夏バテ対策

付帯条件

支払例

掛金を
引き下げ
ました

　台風では、強風以外に水害や停電
等の影響を受けることがあります。
園芸施設共済は、施設内農作物や
附帯施設も加入を選択できますの
で、様々な災害に備えられます。

　昨年は、夏場の高温により葉焼
けや果実の日焼け等の被害が発
生しました。今年も異常高温が予
想されるため、災害が発生した際
には、最寄りの支所まで連絡をお
願いいたします。 ▼

強風で破損したハウス

▼

果実の日焼け

稲を加害するイネカメムシ成虫 ▼

園芸施設
共 済

ハウスの備えを
　　  確認しましょう

高温障害に
　　ご注意ください！

イネカメムシの発生にご注意ください！
　近年、イネカメムシの発生が増えています。被害を受け
ると不稔籾や斑点米が生じ、大きな減収や品質低下に
つながります。イネカメムシの侵入を確認したら、防除
適期を踏まえた薬剤防除の徹底をお願いします。詳しい
防除については、県の農業事務所等にご相談ください。

農作物
共 済

果樹共済

建物共済

家畜共済

を受けたら被害
忘れずに　　  を

イネカメムシの防除適期

申告
　

イネカメムシ

▼

　による斑点米

１回目の防除
２回目の防除

出穂期の薬剤防除が重要です。（不稔による大きな減収の防止）
1回目防除から7～10日後に再度、薬剤防除を行います。（斑点米による品質低下の防止）

出穂3日前 出穂0日 1回目防除から7～10日後

イネカメムシ侵入 出穂始 出穂期 穂揃期 乳熟期

イネカメムシ

２回目の
防除適期

イネカメムシ

１回目の
防除適期

（         ）



を紹介させていただきます！

　経営者として従業員や地域農業を守っていくために
収入保険に加入しました。
　令和6年の降雹によりハウスが被害を受けたことで
大きく減収しましたが、つなぎ資金を利用したことで、
当面の経費や運転資金に充てられとても助かりまし
た。異常災害や人員不足等、何があるかわからない時
代のなか、収入保険に加入することで、安心して農業
経営に取り組み、新しいことにチャレンジすることが
できます。

株式会社 ONE ABILITY

代表 中嶋 創史さん ミニトマト栽培作物 こんにゃく栽培作物栽培作物 なす・ほうれんそう高杉 浩一さん 八高 啓輔さん

農業を続けていくために　保険の大切さは11年前の大きな雪害で感じていま
した。
　計画どおりの営農が出来ないときは、その投資もマ
イナスになってしまいます。収入保険は、基準がしっか
りしていて分かりやすく、補償も充実しており、もしも
の場合の補てんになります。減収がなければ高く感じ
てしまうかも知れませんが、農業を続けていくうえで、
何かあった時には役に立つ保険だと思います。

　徐々にではありますが、規模拡大と農地集約によっ
て生産性が向上した経営を志しています。幸い、大き
な被害に見舞われたことはありませんが、突発的な雹
や豪雨、年々増す猛暑など、もしもを考えて、収入保険
を選びました。
　近年のこんにゃく相場は下がる一方で、特に、ここ２
年の下落は過去に類を見ないものです。価格下落も補
償に含む収入保険で、次の経営に向けていろいろ手を
打つ時間ができました。収入保険に加入したことで、
安心して農作業ができるため、自分の取り組みたいこ
とに集中できて助かります。

富沢　登さん

　長年果樹共済に加入していましたが、複数の品目を栽
培している私にとって、補償の品目が限られている果樹
共済では不十分と考え、品目の制限がなく、農業収入全
体が補償となる収入保険に加入を切り替えました。
　近年は、数年に一度の異常災害や、過去に経験のな
い病虫害の発生も耳にします。果樹農家は特に自然災
害の影響を受けやすく、手塩にかけた果実が収穫直前
に被害に遭うことも心配されることから、安心して営農
に取り組めるよう収入保険に加入しました。

農業を続けていくために新しいチャレンジにも安心を 今の農業経営の選択肢 経営にあった備えとして

必ずご連絡ください！

伊勢崎市 桐生市 渋川市 高崎市

13 12

ご連絡が遅れた場合、保険金等の支払が　　  ※となり減額されます。 免責
※規程等により、従来から、営農計画の変更通知や事故発生通知の遅れは
　免責とされておりますが、令和7年契約より厳格に運用されます。

栽培作物 梨・ぶどう等

令和７年８月口座振替結果より、保険料等の再振替のお知らせが、
携帯電話へのSMS（ショートメッセージサービス）の自動送信に切り替わります。

※携帯の登録がない場合や送信ができない場合は、書面通知になります。
　また最終期限のお知らせ等の重要なお知らせは従来どおり書面も通知します。

重要な
お知らせ
❶

営農計画書の内容変更通知
•作付面積を増やした・減らした

•新たにトマト（営農計画書にない作物）を作付けした

•作付予定だったナスをキュウリに変更した 等

主
な
通
知
例

主
な
通
知
例

事故発生の通知
•豪雨や強風により倒伏被害を受けた

•動物の食害被害を受けた　•ケガ・病気をして入院した

•価格低下で減収した 等

営農計画書の内容に変更がある場合は、農作物等の作付け後
１か月以内 に最寄りのNOSAIへご連絡をお願いします。

収入が減収する事故が発生した場合は、
  遅滞なく  最寄りのNOSAIへご連絡をお願いします。

収 入 保 険加入の決め手

お知らせ
❷



親子で経営を行う
農業者を
取材しました！

えがお
いきいき

で

富岡 実希 さん   幸次 さん（62歳）  佐和 さん（62歳） 
とみおか こうじ さわみき

高崎市下里見町　

桐生市新里町

渋谷 優 さん（32歳） 栄 さん（59歳）
しぶや ゆう さかえ

　小林さん親子はビニールハウスと
露地２５㌃で、ナスとキュウリを栽培し
ています。香織さんは高齢の両親を
助けるため、勤めていた会社を辞め
２０１３年に就農しました。翌年の雪害
でハウスが倒壊、復旧作業に励む家
族の姿を目の当たりにし、優将さんも
就農しました。
　「作物が育ち、収穫するのが楽しく
やりがいを感じています。減農薬で
有機肥料を多く使用し持続可能な農
業に取り組みながら、規模拡大を目
指します」と話してくれました。

環
境
に
優
し
い

農
業
を
目
指
し
て

『
い
い
物
を
作
り
た
い
』

思
い
は
み
な
同
じ

Ｑ.お互いへ一言
Ａ 香織さん→雪害で大変だった時

に、就農してくれて感
謝しています。

優将さん→今後も健康に気を付
けて、一緒に頑張って
ほしいです。

Ｑ.今後の夢は？
Ａ 香織さん→親子で農業を、でき

る限り長く続けること
です。

優将さん→作付面積と収量を
増やすことです。

Ｑ.お互いへ一言
Ａ 彦一さん→異常気象が増え大

変な時代だが、頑
張って農業を続けて
ほしいです。

陽佳さん→体を労わりながら長
生きしてほしいです。

Ｑ.今後の夢は？
Ａ 彦一さん→品質のいいりん

ごを作り続けて
ほしいです。

陽佳さん→安定した経営を
続けて、子どもの
代に繋いでいき
たいです。

　総面積約3㌶で主力の梨1.4㌶と桃50㌃、プラム50㌃、梅50㌃など
多品目を栽培する富岡農園。代々続く農園で、幸次さんは34歳で就農。
家族やパートさんが働きや
すい環境づくりに力を入れ、
アットホームな雰囲気です。
　「対面で直接お客さんの
笑顔が見られる良い仕事。
お客さんの言葉がダイレク
トにやりがいへ繋がってい
ます。毎年、時期になると売
店に足を運んでくれるお客
さんには感謝の気持ちで
いっぱいです」と笑顔で話
してくれました。

小林 優将 さん（30歳） 香織 さん（57歳） 
こばやし ゆう かおり

玉村町樋越

Ｑ.お互いへ一言
Ａ 幸次さん
佐和さん

重労働だがよく頑張っている。心強い存
在なので、今後も親子で営農していきた
いです。

実希さん→とにかく怪我しないで健康でいてほしい
です。少しでも長く一緒に営農していき
たいです。

→

Ｑ.今後の夢は？
Ａ 幸次さん
佐和さん

最近の異常気象には凄く困っている。
安定した気象状態になるよう切に願って
います。

実希さん→作業効率や負担軽減のためにも、ある
なら作業用ロボットがほしいです。

→ Ｑ.お互いへ一言
Ａ 栄さん→自分でやっていくことを励みに、これから

も続けていってほしいです。
優さん→成長していきたいのでこれからもアドバイ

スや指導してもらいたいです。

Ｑ.今後の夢は？
Ａ 栄さん→これからの規模拡大に期待しています。
優さん→家族以外の労働力を取り入れて規模の拡

大と経営の安定をはかっていきたいです。

　陽佳さんは大学を卒業後、サラリーマンとして６年間勤
めた後、２８歳の時に彦一さんのもとで就農し、田村りんご
園の３代目を務めています。
　現在、りんご1.9㌶とブルーベリー１０㌃を栽培していま
す。9月上旬から11月下旬にかけてりんご狩り、7月上旬
から8月中旬にかけてブルーベリー狩りを行っています。
　りんごは30種類以上の品種を栽培しており、みずみず
しく旬ごとに様 な々甘みや酸味を味わうことができます。
　今後は、「日持ちする品種のりんごを増やして、旬の時

期でなくてもりんご
を楽しめるように取
り組み、お客様を笑
顔にしていきたい」と
話してくれました。

旬
を
ま
る
か
じ
り

経
営
安
定
を
目
指
し
て

田村 彦一 さん（71歳） 陽佳 さん（42歳）
たむら ひこいち はるよし

沼田市佐山町

　渋谷さん親子は
優さんが農林大学
校を卒業後、海外で
の2年間の研修を経

て、2014年から一緒に営農をしています。
　優さんはハワイの研修の際に農場で1年間働き、
ハクサイやキャベツ、ブロッコリーなどの露地野菜を
学びました。「ハワイ島は山間部が多く、昭和村のよ
うな風景でした」と優さん。
　栄さんは「息子が就農したことで、作業が楽に
なり栽培品目も増やすことができた」と話してくれ
ました。
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プレゼント企画
ギフトカード1,000円分と新聞1年間無料購読プレゼント！

20名様
に当たる！

［応募締切］
令和7年9月10日（水）当日消印有効

記入例を参考にご応募ください。

※すでに新聞購読いただいている方が当選対象の場合はギフトカード2,000円分とさせてい
ただきます。※ご応募いただいた個人情報は、賞品の発送以外には使用いたしません。なお、当
選者の発表は賞品の発送をもって代えさせていただきます。

？？？？
問題

ソフトクリームの味が
深まる季節はいつでしょう？

は
が
き
記
入
例

85円 3 7 1  0 8 4 7

前橋市大友町
1-3-12
NOSAIぐんま本所
広報紙Vol.44号
「プレゼント」係

①クイズの答え
②郵便番号
③住所 
④氏名 
⑤電話番号
⑥年齢 
⑦広報紙に対する
　ご意見・ご感想 

QRコード
からもご応募
いただけます

第16回通常総代会開催
● 全議案可決承認  ● 新役員体制スタート ほか

特 集

農業経営に役立つ情報をお届け！

お申し込みはお近くの事務所または
組合ホームページまで。

● 月4回（水曜日）発行
● 年間購読料5,520円
  （消費税、送料込み）

農業共済新聞2カ月無料
試し読みキャンペーン実施中！

ヒントは、ｐ3

西支所 高崎市菊地町５６３
電話／027-344-2181 FAX／027-344-2184

高崎市・安中市・藤岡市・上野村・神流町・
富岡市・下仁田町・南牧村・甘楽町

東支所 太田市龍舞町５８９-３
電話／0276-47-5600 FAX／0276-47-5601

太田市・桐生市・みどり市・館林市・板倉町・
明和町・千代田町・大泉町・邑楽町

本　所 前橋市大友町１-３-１２  電話／027-251-5631 家畜診療所 渋川市吹屋３７０ 2階  電話／0279-26-9550

中央支所 前橋市大友町１-３-１２ １階
電話／027-254-2070 FAX／027-254-2077

前橋市・伊勢崎市・玉村町管轄
エリア

管轄
エリア

管轄
エリア

北支所 渋川市吹屋３７０ １階
電話／0279-26-2600 FAX／0279-26-2601

渋川市・榛東村・吉岡町・中之条町・長野原町・嬬恋村・
草津町・高山村・東吾妻町・沼田市・片品村・川場村・
昭和村・みなかみ町

管轄
エリア

西支所完成
令和７年７月28日に、
西支所の同敷地内に
新事務所が
完成しました。


